
令和７年度県北地域の茨城県銘柄産地指定証交付式を開催します
～奥久慈(常陸大宮市、大子町、常陸太田市)の切り枝を再指定しました～

資料提供 令和７年８月22日

【問合せ先】 茨城県県北農林事務所 担当：内田、大部
TEL：0294-80-3303 FAX：0294-80-3304 E-mail：hokunourin02@pref.ibaraki.lg.jp

報道機関各位

【交付式日時】 令和７年８月27日（水） 午後２時から

【交付場所】 茨城県常陸大宮市役所 ２階大会議室 （常陸大宮市中富町3135-6）

【主催】 茨城県県北農林事務所

【主な参集者】 ＪＡ常陸枝物部会長、各市町農政担当部課長、関係者他

産地の区域 対象花きの種類 出荷組織

奥久慈
（常陸大宮市、大子町、

常陸太田市）

切り枝
（花桃、サンゴミズキ、

ヤナギ類 他）

常陸農業協同組合
奥久慈枝物部会

部会員：147名、面積：78.7ha
（R７.１月現在）

【指定産地概要】 －里山から都市部へ 季節を告げる産地－

〇定年帰農者でも育てやすい「枝物」に注目し、平成17年に生産部会を組織し、耕作放棄地や遊休
農地の解消に取り組みながら「枝物」産地化を目指してきました。

〇花桃を中心に250種類以上もの枝物を生産し、都市部などに四季を告げる産地として通年出荷し
ています。高い品質に加え、扱う種類も豊富なことから、令和元年７月に切り枝としては県内初
の県銘柄産地に指定され、現在は売上２億５千万円を超える産地へと成長しています。

〇主力品目の花桃は、最新の設備が整った専用の共同促成室を利用して開花を揃えて出荷している
ため、品質が大変高く、ブランド品目「奥久慈の花桃」として全量契約出荷を行っております。

〇高齢化が進む中で、令和４年には、生産部会内に若手の生産者グループ「ＹＦ部」（ヤングファ
ーマー部）を設け、有望品目や栽培方法の研修会を開催し研鑽を積むほか、第三者継承など、
産地を持続的に発展させる仕組み作りにも取組んでいます。

〇耕作放棄地対策や中山間地域における農家所得の向上の実現などの取組みが評価され、第54回
日本農業賞「集団・組織の部」において、大賞を受賞しました。

今般、県北地域において、奥久慈 （常陸大宮市、大子町、常陸太田市） の切り枝を花き
銘柄産地として再指定しましたので、下記のとおり交付式を開催いたします。
つきましては、当交付式について取材いただきたく、ご案内申し上げます。

※「茨城県青果物銘柄産地」・「茨城県花き銘柄産地」
品質・組織体制・産地規模等について一定の要件を満たした青果物産地・花き産地を茨城
県が指定（有効期間３年間）

（生産者の皆様） （サンゴミズキ）（花桃） （生けこみ）














